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第７設題� 以下の原始関数を求めよ。

（１）　��������������dx、　　（２）　（log x）２dx

第８設題� 以下の原始関数を求めよ。

（１）　��������������dx、　　（２）����������������dx

第９設題� 以下の定積分を計算せよ。

（１）　log xdx�、　　（２）　�������             dx��

第10設題�

　　　　　 sinn xdx を求めよ。ただし、nは正の整数。
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「統計学入門」をテキストとする学生　※問題転記不要

第１設題� �サイコロを無作為に６回投げたとき、１の目の出る回数をXとする。このと
き、次の確率を求めよ。ただし、サイコロの目はどの目も同じ割合で出ると
する。
（１）Pr{X=1}、（２）Pr{X=5}、（３）Pr{X＜− 3}、（４）Pr{2＜−X＜−4}

第２設題� �３つのサイコロを無作為に投げたときの出た目の合計をXとする。このとき、
次の確率を求めよ。ただし、サイコロの目はどの目も同じ割合で出るとする。
（１）Pr{X=8}、（２）Pr{X＜−6}、（３）Pr{5＜−X＜−10}、（４）Pr{16＜−X}

第３設題� �２つのサイコロを無作為に投げたときの出た目の合計をXとする。このとき、
Xの平均値、分散、標準偏差を求めよ。ただし、サイコロの目はどの目も同
じ割合で出るとする。

第４設題� １０人の学生に英語の試験を行ったところ次のような点数であった。

（科目コード：０３０１６）
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このとき、この１０人の点数の平均値、分散、標準偏差を求めよ。さらに各
学生の点数の偏差値を求めよ。ただし、データ x1�,�x2�,�...�,�xn に対して、式

ui�=�50�+�10�×�
�����−xi�-�xs

で定まる ui のことを xi の偏差値という。ここで、−x、s はそれぞれ x1� ,� x2� ,� ...�
,�xn の平均値、標準偏差である。

第５設題� �確率密度が f(x)=
x 
20（�0 ＜− x ＜− 4のとき）、f(x)= −

x 
30 +

1 
3 （�4 ＜− x ＜− 10 の

とき）のとき、次の確率を求めよ。

（１）Pr{X＜−10}、（２）Pr{0＜−X＜− 3}、（３）Pr{5＜−X＜− 9}、
（４）Pr{1＜−X＜−7}

第６設題� �確率変数Xが規準型正規分布 N（0,1）に従うとき、次の条件を満たす xを
求めよ。
（１）Pr{X＜−x}=0.725、（２）Pr{X＜−x}=0.132、（３）Pr{-x＜−X＜−x}=0.48、
（４）Pr{-x＜−X＜−x}=0.892

第７設題� 確率変数Xが規準型正規分布 N（0,1）に従うとき、次の確率を求めよ。
（１）Pr{X＜−1.96}、（２）Pr{X＜−1}、（３）Pr{-1＜−X＜−1}、
（４）Pr{-3＜−X＜−3}

第８設題� 確率変数 Zが正規分布 N（4,9）に従うとき、次の条件を満たす zを求めよ。
（１）Pr{Z＜−z}=0.5、（２）Pr{Z＜−z}=0.95、（３）Pr{Z＜−z}=0.05、
（４）Pr{Z＜−z}=0.64

第９設題� 確率変数 Zが正規分布 N（4,25）に従うとき、次の確率を求めよ。
（１）Pr{9＜−Z}、（２）Pr{0＜−Z＜−9}、（３）Pr{Z＜−12}、
（４）Pr{-1＜−Z＜− 0}

第10設題� �ある工場で作られる金属板の長さX(m) は正規分布に従い、さらに、その標
準偏差が０. ９mであることが知られている。この工場で作られた金属板の
中から１０枚を選び、長さを測定したところ、次の結果を得た。
１０. ３m　�１０. ８m　�１１. １m　�１１. １m　�１２. １m
１１. ４m�　１２. ５m　�１０. ５m　�１１. ６m　�１１. ２m
このとき、長さXの母平均の信頼度９０％、９５％、９９％の信頼区間を求
めよ。
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